領域表現における音楽表現活動の試み―授業実践「合唱パフォーマンス」を通して― by 内山 尚美
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２．２　保育者養成課程における音楽表現活動














































































































　4/4 拍子、Allegro	vivace、全 108 小節。タイトルの歌詞による sprechchor（具体的
な、相対的な音高と明確なリズムが示されている）で始まり、タイトルの語感を生かし
た 2小節のピアノによる演奏の後、2小節間を 2分音符による長 2度の順次進行（上行
形）の主旋律がピアノ伴奏と共に始まり、期待感が高まる。冒頭から 13 小節まで主調
F-dur において unison で第 1主題が現れる。その後、2部合唱となってDes-dur ～ F-dur
～ Des-dur ～ F-dur と転調を繰り返す。また第一節、第二節のそれぞれ終盤に会話調の
sprechchorが4小節あり、11小節にわたるcodaの最後では冒頭のsprechchorが再登場し、
humming で終わる。音域はソプラノ c1 ～ es2、アルト h～ c2 の同声 2部合唱。なお、第
69 回（2002 年度）NHK全国学校音楽コンクール小学校の部課題曲である。
〈第 2曲「ふしぎ」　金子みすゞ	作詞〉
　2/2 拍子、 ＝ ca.56、全 71 小節。ピアノによる 4小節の前奏がD-dur の主要三和音を
1小節ずつ用い、4小節目にはⅤ度の和音である dominant の響きの上に全音音階を彷彿
させる音をのせることによって、調性感を保ちながらもタイトルである「ふしぎ」な世





と同様に unison で演奏され、7小節の humming による codetta	で締めくくる。一曲を通
し、D-dur で書かれている。音域はソプラノ h～ des2、アルト a～ des2 の同声 2部合唱。
NHK東京児童合唱団委嘱作品。
〈第 3曲「手をのばす」　俵	万智	作詞〉
　6/8 拍子、 ＝ ca.76、全 112 小節。八分音符の auftakt のピアノ伴奏に、合唱が unison
によって humming の 8 小節の前奏で第 3曲が始まる。第 1テーマの冒頭 4小節は、先
ずソプラノが歌い出し、アルトが 2拍遅れで追いかけるため canon のような演奏効果が
生じる。主調 Es-dur で始まり、第一節の中間で半音上の E-dur へ転調し、再び主調へ戻
る。第二節も同様に転調し、18 小節にわたる coda では、既出のそれぞれの旋律を「ラ」
で歌唱し、この詩のポイントである第二節の最終行「わたしをみつけだす」を再度歌詞
で合唱することによって、この曲の山場を迎える。その後は余韻を表すような 6小節の
humming で最後を締めくくる。音域はソプラノ cis1 ～ e2、アルト h～ c2 の同声 2部合唱。
なお、第 74 回（2007 年度）NHK全国学校音楽コンクール小学校の部の課題曲である。
〈第 4曲「星とたんぽぽ」　金子みすゞ	作詞〉
　6/8 拍子、 ＝ ca.44、全 69 小節。主調 E-dur で 16 分音符を中心とした流麗なピアノ
前奏の 6 小節に続き、合唱の主題が第一節一・二行目の 8 小節間を unison により登場
し、その後の第一節三・四行目である 22 小節までが 2部合唱となる。第一節五行目から
C-dur へ転調し、2小節間を声部が増えた 3部合唱にすることによって、見えない世界の
広がりを表現している。第二節では再び主調へ戻り、ソプラノの主旋律に対旋律のアル
トが humming で演奏する。第二節三行目から歌詞による 2部合唱となり、第一節同様に
C-dur	へ転調する。最後は主調の E-dur へ戻り、5小節の codetta をソプラノとアルトに
よる長 3度の humming で解決して終わる。音域はソプラノ cis1 ～ e2、アルト a ～ c2 の
同声 2（部分 3）合唱。NHK東京児童合唱団委嘱作品。
〈第 5曲「歩くうた」　谷川俊太郎	作詞〉
　4/4 拍子、 ＝ ca.136、全 133 小節。冒頭 10 小節において歩く様子を表す擬態語を用い
た sprechchor がソプラノとアルトの二群による掛け合いで始まる。無声音の sprechchor




F-dur で始まり、テンポ良く歩く様子をF-dur ～ A-dur ～ C-dur という 3度転調によって
音楽の盛り上がりと期待感を持たせている。その後転調してAs-dur となり、10 小節の間
ゆるやかな曲調へ変化するが、この部分は合唱を伴った intermezzo の役割であると考え
られる。その後、声部が増加して 3部合唱となり、E-dur ～ F-dur と目まぐるしく転調を
繰り返す。同時に 3連符の同音連打やピアノ伴奏の音域拡張を伴いながら、全 5曲から成
る組曲のフィナーレに相応しい壮大な音楽へと拡大されていく。最後はピアノと共に、ア
クセントのついた八分音符の sprechchor で締めくくる。音域はソプラノ c1 ～ f2（solo は





































































































































































































































































































































の通りである。合唱（20 件）、振り付け（50 件）、表現（17 件）、表現技術（15 件）、伝
えること（30 件）、協力・一体感（73 件）、役割・リーダー（57 件）、楽しさ（91 件）、
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A Practical Study of Musical Expression Activity in the Area of “Expression”:
Through the Class Production of a “Chorus Performance”
Uchiyama,  Naomi*
キーワード：領域表現，音楽表現，合唱，保育者養成
　本稿は、保育者養成課程における音楽表現活動の取り組みについての実践を通
して教育的効果を探ったものである。
　領域表現における音楽表現活動として「合唱パフォーマンス」を設定した理由
は、「歌唱時の声に対する具体的なイメージの養成」「音楽を用いた内面的世界の
表現力育成」「音楽表現を主とした総合的な表現活動の実体験」「保育者としての
資質養成」の 4点である。
　まず、歌唱時の声に対する具体的なイメージの養成については、歌唱の基礎技
術を定着させる呼吸法や発声練習を通し、基本的な歌声についてのイメージを持
たせることが出来たと感じる。そして音楽を用いた内面性を表現することについ
ては、自己の内面的世界を徐々に表現することが出来るようになり、他者との対
話によって洗練されていった。また総合的な表現育成期間においては音楽表現を
再検討する様子も見られた。それらの融合した表現領域の体験は、それぞれの領
域において一方通行の影響力ではなく、それぞれが相互に影響し合い、フィード
バックしながら上達している様子が見られた。また、大人数で協力しながら同一
目的に向かって表現を作り上げるという活動は、コミュニケーション力を主とし
た人間力を育むことに繋がったのではないかと感じる。
　今回の合唱パフォーマンスは、限られた時間においての取り組みであったが、
最も教育的効果が高いと考えられる総合表現活動である創作ミュージカルや創作
オペレッタなどの上演とは規模が異なりはしたものの、同様な教育的効果が得ら
れたと考えても良いだろう。今後、更に領域表現における音楽表現や総合表現活
動について調査・研究を進めていきたい。

